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photo_ 迫力の演舞で観客を魅了した倉内神楽保存会の『権現舞』

Pick  Up Topics

「新成人の決意」りりしく
平成24年六ヶ所村成人式

村の民俗芸能勇壮なる競演
第29回六ヶ所村民俗芸能発表会

災害に強いまちづくりへ決意新たに
六ヶ所村消防出初式

http://www.rokkasho.jp/
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成
24
年
六
ヶ
所
村
成
人

　
　

式
が
１
月
８
日
、
文
化

交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

で
開
か
れ
、
新
成
人
た
ち
が

成
人
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

成
人
式
に
は
、
村
内
の
成

人
式
対
象
者
の
う
ち
、
77
人

が
出
席
。
式
典
で
は
、
金
浜

明
音
さ
ん
が
村
民
憲
章
を
朗

読
、
新
成
人
の
こ
と
ば
を
下

舌
涼
太
郎
さ
ん
と
赤
石
梓
さ

ん
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

下
舌
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

一
社
会
人
と
し
て
、
世
界
、

国
、
地
域
、
大
切
な
家
族
な

ど
さ
ま
ざ
ま
に
関
わ
り
を
広

げ
て
い
く
。
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
言
葉
を
胸
に
刻

み
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩

ん
で
い
き
た
い
」
と
、
赤
石

さ
ん
は
「
一
日
一
日
を
大
切

に
生
き
る
と
と
も
に
、
大
人

と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
、
り

り
し
く
も
、
力
強
く
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

古
川
健
治
村
長
は
新
成
人

に
対
し
「
皆
さ
ん
に
は
『
感

謝
す
る
心
』、『
純
粋
な
心
』、

『
誰
か
の
た
め
に
生
き
よ
う

と
す
る
心
』
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

困
っ
た
と
き
に
は
手
を
さ
し

の
べ
、
苦
し
い
と
き
に
は
励

ま
し
、
う
れ
し
い
と
き
に
は

互
い
に
手
を
と
り
あ
っ
て
喜

ぶ
。
そ
う
い
う
人
間
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
成

人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
盲
目
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
板
橋

か
ず
ゆ
き
さ
ん
が
５
曲
を
披

露
、
歌
で
新
成
人
た
ち
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
友
人
た
ち
と

顔
を
合
わ
せ
た
新
成
人
た
ち

は
、
再
会
を
喜
び
合
い
、
近

況
を
報
告
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。 平成 24 年六ヶ所村成人式

「新成人の決意」
  りりしく

平

大池枝里奈さん
（泊）

Erina Oike

今まで育ててき
てくれた親に感
謝。次の仕事を
見つけて、親を
安心させたい。

親を安心させら
れるよう、成人
として自立でき
るように頑張り
たい。

自分のことは自
分でできるよう
にしたい。今年
就職するので親
孝行をしたい。

社会人としての
自 覚 を も ち た
い。地域に貢献
できるようにな
りたい。

戸田　亮さん
（戸鎖）

Ryo Toda

下舌 涼太郎さん
（倉内）

中村咲輝さん
（千歳平）

Saki NakamuraRyotaro Shimoshita

平成 24 年成人式
Coming Age Celemony 2012

・看護師という夢に向かって、自分に自信をもち、志を高く、日々頑張りた
いです。（中村春菜）

・夢に一歩近づき就職も決まりました。どんな時でも応援してくれた両親・
祖母に感謝しています。恥じない大人になりたいと思います。（谷田千愛）

・両親を始め、日頃お世話になっている周囲の方々へ感謝し、一社会人とし
て向上心を持ち続け、精進していこうと思います。（吉岡忠也）

・目標「特別救助隊」―。レスキュー隊として最前線で人命を救助できるよ
うになりたい。「勇住邁進」（吉田龍太郎）

・両親・地域の方々やその他大勢の皆様のおかげで今日に至ることになりま
した。感謝と共にこれからの人生を社会に貢献できる様、歩んでいきたい
と思います。（橋本洋平）

・目標の中学保健体育教師になるため、頑張っています。誰にでも思いやれ
る心を持つ大人になりたいと思います。（高橋大樹）

・昨年は日本全体が助け合うことの大切さを学びました。社会の一員として
人と助け合える大人になりたいです。（赤石裕里花）

新成人たちのメッセージ

1_「わたしたちは、太平洋の
ような広い心を持ち、人間愛
に満ちた村民になります」。村
民憲章を朗読する新成人たち
2_ 古川村長の式辞を真剣に聴
く新成人たち　3・4_ 晴れ着
姿で記念撮影　5_ 板橋かずゆ
きさんは新成人を歌で激励し
た

20
歳
の
誓
い

（左から）村民憲章を朗読した金浜明音さん、新成人のことばを発表した下舌涼太郎さん、赤石梓さん

1

2

3

4
5
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1_ 倉内神楽保存会の権現舞　2_
倉内子ども神楽の児童たちは、昨
年度から囃子にも挑戦している
3_ 泊神楽会の泊神楽舞。勇壮な舞
は見る人を引き付ける　4_ 新山権
現保存会の『鞍馬』。源義経と弁慶
の立ち合いを迫力十分に披露した

平沼子供神楽会の『権現舞』 平沼神楽保存会『神明舞』

1

2

3

4

第 29 回六ヶ所村民俗芸能発表会

村の民俗芸能
勇壮なる競演
第29回六ヶ所村民俗芸能発表会

倉
内
子
ど
も
神
楽
を
楽
し
み

に
来
た
と
い
う
沼
山
ひ
と
み

さ
ん
は
「（
尚
央
く
ん
に
は
）

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
神
楽
を

続
け
て
ほ
し
い
。
お
披
露
目

で
き
る
機
会
が
も
っ
と
あ
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
も
横
浜
町
の
南

部
手
踊
り
保
存
会
（
菊
池
武

己
代
表
）
が
特
別
出
演
し
、

同
町
無
形
文
化
財
指
定
の
南

部
手
踊
り
を
披
露
、
発
表
会

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

第

３
年
生
以
上
の
児
童
で
構
成

す
る
倉
内
子
ど
も
神
楽
（
木

村
文
則
代
表
：
倉
内
小
校
長
）

は
、下
舞
と
権
現
舞
を
披
露
。

息
の
合
っ
た
囃
子
や
舞
に
会

場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
演
舞
は
倉

内
の
ほ
か
、
平
沼
子
供
神
楽

会
（
橋
本
武
洋
代
表
）
と
泊

子
供
神
楽
会
（
辻
浦
英
朗
代

表
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
権
現
舞

と
泊
神
楽
舞
を
披
露
。
重
獅

子
頭
を
持
ち
な
が
ら
、
力
強

く
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
倉
内
神
楽
保
存
会

（
木
村
毅
代
表
）
は
権
現
舞

を
、
平
沼
神
楽
保
存
会
（
橋

本
武
洋
代
表
）
は
、
神
明
舞

と
権
現
舞
の
２
演
目
を
披

露
。
泊
神
楽
会
（
辻
浦
英
朗

代
表
）
は
３
０
０
年
の
歴
史

あ
る
泊
神
楽
舞
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

ど
の
演
目
も
、
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
熟
練
の
囃
子
と
舞

の
競
演
を
見
せ
ま
し
た
。
観

客
た
ち
は
そ
の
な
つ
か
し
い

笛
や
太
鼓
の
音
色
に
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
子
ど
も
神
楽

出
演
者
の
保
護
者
た
ち
も
た

く
さ
ん
来
場
し
ま
し
た
。
息

子
の
尚
央
く
ん
が
所
属
す
る

　
　

29
回
民
俗
芸
能
発
表
会

　
　

が
１
月
７
日
、
千
歳
平

地
区
体
育
館
で
開
か
れ
、
約

２
５
０
人
の
地
域
住
民
が
、

地
域
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
の

舞
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

の
は
、
地
元
、
新
山
権
現
保

存
会
（
佐
藤
石
五
郎
代
表
）

の
権
現
舞
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
ふ
さ
わ
し
い
迫
力
の
舞
で

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
倉
内
小
学
校
の
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各校の取り組みなどを報告
キャリア教育上北地区実践発表会

　平成 23 年度キャリア教育推進事業に係る上北地区実践発表
会が 1 月 5 日、六ヶ所高校で開かれました。
　発表会では、本年度から 3 カ年、キャリア教育モデル校と
して連携する千歳平小学校、千歳中学校、六ヶ所高校の進路指
導担当者が、本年度各校で実施された職業体験などの実践発表
を行いました。その中で、次年度から小中高共同で行う地域清
掃や高校生による進路講話などの事業が提案されました。
　発表後の講演で、法政大学キャリアデザイン学部の田中研之
輔准教授は「それぞれがとてもよい取り組み。子どもたちには、
ときにはプレッシャーをかけ、失敗を学ばせるのもとてもよい
こと。先生たちが元気で、事業を継続できるような体制づくり
も必要」と話していました。事例発表を行う六ヶ所高の尾﨑恵子教諭

次世代炉誘致への決意新たに
村核融合施設計画推進会議

　六ヶ所村核融合施設計画推進会議（小泉陽大会長、会員 80 社）の
通常総会が 11 月 22 日、文化交流プラザ『スワニー』で開かれました。
　同会議は、ITER（国際熱核融合実験炉）の次世代炉（原型炉）
誘致を目的に調査・情報収集や啓発などを行う団体。総会では、
会の事業報告などのほか、今後の活動方針を確認しました。
　総会後の講演では、蛯名武東北エネルギー・経済総合研究所
長が、県副知事時代に ITER 誘致に関わった思い出話や福島原
発の事故にふれ「エネルギー資源が少ない日本に限っては、原
子力の必要性は今後もかわらない」などと話しました。
　小泉会長は「短いスパンでの次世代炉誘致を目指し、調査や
勉強を進めていきたい。調査結果は一般の人にも積極的に公開
し村の発展に寄与したい」と話していました。事業報告を行う小泉会長

村出身出稼ぎ就労者を激励
村出稼協会が出稼ぎ事業所訪問

　六ヶ所村出稼協会の金澤光秀会長ほか２人の相談員が 12 月
14 日から３日間にわたり、村出身の就労者の皆さんの激励の
ため、神奈川県の出稼ぎ事業所を訪問しました。
　今回訪問したのは、㈱神奈川フェンス土木と㈲東建の 2 事業
所。村出身の約 20 人が、この２事業所で就労しています。金
澤会長と相談員は、それぞれの訪問先で村からの就労者の皆さ
んや事業所の社長と、村の近況を報告しながら懇談しました。
　各事業所とも景気低迷に伴ない厳しい状況が続いているよう
ですが、今後の景気の回復に期待したいと話していました。ま
た就労者の皆さんは、健康に気遣いながら仕事に励み、お盆な
どに村へ帰郷するのを待ち望んでいると話していました。

六ヶ所トピックスRokkasho Topics

村民相互の親睦深める
平成 24 年新年を語るつどい

受賞者代表で謝辞を述べる松本光明さん

地域住民とのふれあい楽しむ
泊第二保育所の園児がまゆ玉作り

　泊第二保育所 ( 鈴木由美子所長、園児 42 人 ) の地域交流会
が１月 13 日に同所で開かれ、園児たちが地域住民に教わりな
がら、まゆ玉作りを体験しました。
　まゆ玉とは、泊地区に伝わる小正月の飾り物。園児たちは黄
色やピンクの色とりどりのもちを、小さな手でこねながら枝に
つけていました。園児たちにまゆ玉作りを教えた桜井きわさん
は「小正月にこういう飾り付けをする人が少なくなってきて寂
しいです。私たちはこれからもこの風習を続けていきたいです」
と話していました。
　この交流会は、地域の伝統行事を体験し、地域住民との交流を
深めることが目的。保育士の佐藤諒子さんは「地域の皆さんとの
ふれあいを大切に、来年・再来年へと続けたい」と話していました。もちを枝につける園児たち 大関正光社長㊧と懇談する金澤会長㊥と田村七郎相談員㊨

（㈱神奈川フェンスで）

「テレビの仕事やってみたい」
泊小児童が六ヶ所村テレビ制作室を見学

　泊小学校（太田平一郎校長、児童 197 人）の５年生 45 人が、六ヶ
所村テレビ（仮称）の制作室を見学しました。
　児童たちは、情報政策課六ヶ所村テレビ（仮称）担当の三戸
宏峰主事から、テレビを含む村の情報伝達メディアの種類や役
割などの説明を受けた後、役場横にある制作室を見学。番組編
集の仕方や、放送がどのようにして行われているかを、編集機
や放送機材を実際に見て一生懸命メモをとっていました。
　見学後の質疑応答で、児童たちは「番組をつくる予算はどの
くらい？」「取材をしてて一番大変なことは何ですか？」などと
積極的に質問していました。5 年 1 組の種市新大くんは「想像
していたのと違って、いろんな機械やパソコンがたくさんあっ
た。将来はテレビの仕事をやってみたい」と笑顔で話しました。三戸主事㊨から編集の説明を受ける児童たち

　平成 24 年新年を語るつどいが 1 月 6 日、文化交流プラザ『ス
ワニー』で開かれ、村内企業関係者など約 350 人が出席しました。
　懇談会に先駆けて行われた表彰式では、地方自治の振興発展や地
域防犯活動、社会福祉や民生安定に貢献した 8 人に功労表彰が、児
童教育振興に寄与した 1 人に善行表彰が授与されました。また、諏
訪東京理科大学の篠原菊紀氏が講演。篠原氏は「頭を使って、体を
動かして、食べ物をきちんととることが大切」などと話し、記憶力
を試すゲームを観客と一緒に実践、会場を沸かせていました。〈受
賞者は次のとおり：順不同、敬称略〉●功労表彰　六ヶ所村議
会議員　松本光明▽同　木村常紀▽同　橋本喜代二▽同　小泉
勉▽六ヶ所村防犯指導隊員　橋本進▽同　藤ヶ森保▽六ヶ所村
民生委員　滝沢キミ子▽同　種市久子●善行表彰　橋本良也
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六
ヶ
所
村
消
防
出
初
式
が

１
月
５
日
、
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」
駐
車
場
で
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
に
は
六
ヶ
所
村
消

防
団
の
ほ
か
▽
む
つ
小
川
原
石

油
備
蓄
株
式
会
社
自
衛
消
防
隊

▽
日
本
原
燃
株
式
会
社
消
火
専

門
隊
▽
六
ヶ
所
消
防
署
▽
泊

婦
人
消
防
協
力
隊
の
総
員
約

１
９
０
人
、
消
防
車
両
16
台
が

参
加
。
団
員
は
古
川
健
治
村
長

に
よ
る
観
閲
を
受
け
た
後
、
力

強
い
分
列
行
進
や
一
斉
放
水
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

ス
ワ
ニ
ー
の
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
永
年
に

わ
た
り
消
防
団
の
活
動
に
甚
力

し
た
退
職
消
防
団
員
へ
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
職

務
に
精
励
し
他
の
模
範
と
な
っ

た
消
防
団
員
に
対
し
村
長
章
と

団
長
章
が
授
与
さ
れ
、「
六
ヶ

所
村
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
」
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た

事
業
所
に
認
定
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

古
川
村
長
は
「
地
域
住
民
の

生
命
財
産
の
安
全
・
保
護
の
た
め

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
す
る
。
今
後
と
も
一
致
団

結
し
、
消
防
の
果
た
す
役
割
・
使

命
を
認
識
し
合
う
と
と
も
に
、
相

互
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
災
害

に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
支
援
願
い
た
い
」
と
訓
示

を
述
べ
ま
し
た
。

〈
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）〉

【
退
職
消
防
団
員
感
謝

状
】（
前
所
属
・
階
級
、

勤
続
年
数
）
▽
及
川
悦

夫
〈
故
人
〉（
団
長
・
49

年
４
月
）
▽
髙
田
秀
明

（
本
部
分
団
長
・
31
年
２

月
）
▽
佐
藤
義
明
（
３

分
団
団
員
・
17
年
９
月
）

【
六
ヶ
所
村
長
章
】（
所

属
・
階
級
）
▽
石
久
保

順
一
（
１
分
団
・
団
員
）

▽
高
田
克
彦
（
２
同
・
同
）

▽
立
花
征
士
（
同
・
同
）

▽
木
村
宏
信
（
３
分
団
・

同
）▽
久
保
裕
哉（
４
同
・

同
）
▽
高
田
大
詞
（
同
・

同
）
▽
祐
川
篤
（
７
同
・

同
）
▽
髙
田
賢
吾
（
８
同
・
同
）

▽
宮
古
拓
哉
（
10
同
・
同
）

【
消
防
団
長
章
】（
所
属
・
階
級
）

田
中
充
（
２
同
・
団
員
）
▽
向
中

野
功
介
（
３
同
・
同
）
▽
高
田

良
太
（
４
同
・
同
）
▽
戸
田
隼

人
（
同
・
同
）
▽
佐
々
木
健
一
（
５

同
・
同
）
▽
藤
ヶ
森
幸
夫
（
同
・

同
）
▽
小
泉
真
一
（
６
同
・
同
）

〈
認
定
事
業
所
は
次
の
と
お
り
〉

【
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

認
定
事
業
所
】（
代
表
者

氏
名
）
▽
株
式
会
社
鳥

山
土
木
工
業
（
鳥
山
日

出
昭
）

〈
六
ヶ
所
村
消
防
団
組

織
〉
団
長　

髙
橋
義
経

▽
副
団
長　

田
村
七
郎

▽
同　

久
保
政
廣
▽
同

　

松
下
志
美
雄

●
本
部
▼
分
団
長　

尾

ヶ
瀬
庄
太
郎
▽
同　

舘

花
晴
彦
▽
同　

松
橋
勝

▽
同　

鳥
谷
部
修
▼
副
分
団
長

　

吉
田
裕
悦
▽
同　

諏
訪
内
俊

一
▽
同　

駒
形
進
▼
部
長　

小

泉
陽
大
▽
同　

高
橋
晃

●
分
団
▽
第
１
分
団
長　

石
久
保
斉

▽
第
２
同　

小
泉
勉
▽
第
３
同　

五
十
嵐
誠
一
▽
第
４
同　

久
保
一
人

▽
第
５
同　

下
田
誠
▽
第
６
同　

小

泉
秋
広
▽
第
７
同　

相
内
頼
恵
▽
第

８
同　

奥
村
浩
▽
第
９
同　

秋
戸
祐

悦
▽
第
10
同　

中
村
政
美

（
団
員
総
数
２
０
７
人
）

　村は第一次産品の放射性物
質検査について、平成 23 年
8 月に実施した検査に続き、
２回目の検査を 12 月 22 日
に実施しました。
　検査の結果、放射性ヨウ素
131 および放射性セシウム
134 ・137 は検出されません
でした。
■分析機関　社団法人　青森
県薬剤師会衛生検査センター

問農林水産課　
☎ 0175（72）2111
　（内線 322 ～ 327）

採取日 検査日 検査品目
採取
地区

検査項目（Bq ／ kg）

放射性
ヨウ素

131

放射性
セシウム

134

放射性
セシウム

137

12 月 20 日 12 月 22 日

原乳
六原 不検出 不検出 不検出

庄内 不検出 不検出 不検出

キャベツ 倉内 不検出 不検出 不検出
長芋 倉内 不検出 不検出 不検出
ごぼう 尾駮 不検出 不検出 不検出

ほうれん草 尾駮 不検出 不検出 不検出

ヒラメ 尾駮 不検出 不検出 不検出

ソイ 尾駮 不検出 不検出 不検出

カワハギ 尾駮 不検出 不検出 不検出

スルメイカ 泊 不検出 不検出 不検出

タナゴ 泊 不検出 不検出 不検出

＊魚類については、陸揚げ地を記載

六ヶ所村第一次産品の放射性物質の検査結果について ②

平成 24 年

六ヶ所村消防出初式
New Year parade of fire department brigades 2012

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
決
意
新
た
に

消
防
出
初
式
挙
行
さ
れ
る

2

1

下水道を利用しましょう

■下水道を利用して環境の保全を
　下水道は、トイレの水洗化といった快適な生活を
もたらすほか、汚してしまった水をきれいにして川
や海に戻す役割をもっています。
　現在では、村民の皆さんの約 7 割が下水道を利
用できるようになりました。しかし、利用可能な人
のうちの約 3 割がまだ下水道を利用していません。
　下水道を利用しないと、汚水をそのまま流してし
まうことになり、環境へ多大な影響をもたらします。
　一日も早く、下水道を利用しましょう。
■倉内地区でも４月に供用開始予定
　村は下水道の整備を進めており、平成 24 年４月
からは倉内地区の大部分でも使用が可能となりま
す。
■助成・貸付制度
　村は、下水道利用のための工事（排水設備工事）
に対し工事費の一部を補助（助成金）、または水洗化
工事に対して工事費を貸し付け（貸付金）ています。
　利用を希望する人は、指定排水設備工事業者へ直
接申し込んでください。（制度の利用は、助成金か
貸付金のいずれかの選択となります。）

問上下水道課　
☎ 0175（72）2111（内線 171 ～ 177）

●自己資金で行う人は…①助成金制度

　配管費は５万円を限度とします。

●一時的な資金の用意が困難な人は…②貸付金制度
○貸付金限度額　60 万円
○償還限度回数　60 回（月払い）
○貸付利息　無利息
　工事費が60万円以下の場合は工事費が限度です。
　貸付には、村税や水道料金などを滞納していないこ
と、　連帯保証人がいることが条件となります。

供用開始
後の期間 ～３年 ４～６年 ７～ 10 年

水洗化工事

20 万円以下 10 万円以下 8 万円以下

改造費
　15 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

改造費
　5 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

改造費
　3 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

浄化槽切替
工事

10 万円以下 8 万円以下 6 万円以下

切替費
　5 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

切替費
　3 万円
＋配管費
　2 千円 /㍍

切替費　
　1 万円
＋配管費　
　2 千円 /㍍

Information

3

2

4

1_ 一斉放水を披露　2_ 古川村長の観閲を受
ける消防団員たち　3_ 堂々とした分列行進
4_ 村長へ状況報告をした髙橋義経団長

万歳三唱をする団員たち
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課題は学校間の差を縮めること
平成 23 年度青森県学習状況調査の結果について

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
県
下

の
小
学
校
５
年
生
と
中
学
校
２

年
生
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
の
４
教
科
平
均

（
国
・
社
・
算
・
理
）、
中
学

校
で
の
５
教
科
平
均
（
国
・

社
・
数
・
理
・
英
）
を
学
校

別
に
県
平
均
と
比
較
し
た
の

が
次
の
グ
ラ
フ
で
す
。

  

小
学
校
で
は
５
校
中
の
３

校
、
中
学
校
で
は
４
校
中
の
２

校
が
県
平
均
を
越
え
て
い
ま
す

が
、
他
の
学
校
間
の
差
が
大
き

地
域
に
お
い
て
は
「
生
活
習

慣
の
改
善
」
と
「
家
庭
学
習

の
充
実
」
で
す
。

  

今
後
、
教
科
別
の
状
況
を

は
じ
め
と
す
る
詳
細
に
つ
い

て
、
各
校
か
ら
積
極
的
に
情

報
公
開
さ
れ
て
い
く
は
ず
で

す
の
で
、
地
域
を
挙
げ
て
課

題
の
克
服
に
向
け
た
意
見
交

換
な
ど
が
活
発
に
な
さ
れ
、

社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
の
輪
が
一
層
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
教
育
政
策
室
）

い
の
が
村
と
し
て
の
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
政
策
室
で
は
、
そ
も

そ
も
地
域
に
よ
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
能
力
そ
の
も
の
に
差

が
あ
る
は
ず
な
ど
な
い
の
で

あ
り
、
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う

に
結
果
の
開
き
が
生
じ
て
い

る
要
因
は
、
日
常
的
な
積
み

重
ね
の
違
い
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

解
決
の
鍵
を
握
る
の
は
、

学
校
に
お
い
て
は
「
授
業
の

質
的
な
充
実
」
と
「
定
着
を

図
る
機
会
の
保
障
」、
家
庭
・

　

六
ヶ
所
村
教
育
委
員
会
で

は
、
村
内
に
住
所
を
有
す
る

人
の
子
ど
も
で
、
就
学
意
欲

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等

学
校
ま
た
は
大
学
な
ど
に
就

学
が
困
難
な
人
に
対
し
て
奨

学
資
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

❶
申
請
資
格

 

・
平
成
24
年
４
月
か
ら
高
等

学
校
お
よ
び
大
学
な
ど
へ
進

学
す
る
人　

 

・
24
年
４
月
現
在
、
高
等
学

校
お
よ
び
大
学
な
ど
に
在
学

中
の
人

❷
対
象
学
校

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高

等
学
校
お
よ
び
大
学
な
ど

【
対
象
に
な
ら
な
い
学
校
例
】

 

・
防
衛
大
学
校
、
海
上
保
安

大
学
な
ど
、
文
部
科
学
省
以

外
の
省
庁
所
管
の
学
校

 

・
放
送
大
学
、
通
信
教
育
学

部
な
ど
の
主
に
自
宅
で
学
習

す
る
学
校

 

・
自
治
医
科
大
学
な
ど
学
費

が
免
除
さ
れ
る
学
校

 

・
病
院
が
経
営
す
る
看
護
師

養
成
学
校
、
自
動
車
学
校
、

職
業
訓
練
校
な
ど

※
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学

校
以
外
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

　

事
前
に
確
認
の
上
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

❸
貸
与
額

大
学
院　

月
額
10
万
円
以
内

大
学　
　

月
額
７
万
円
以
内

短
期
大
学　

月
額
５
万
円
以

内高
等
専
門
学
校　

月
額
５
万

円
以
内

高
等
学
校
専
攻
科（
５
年
制
）

　
　
　
　

月
額
５
万
円
以
内

専
門
学
校　

月
額
３
万
円
以

内高
等
学
校
（
普
通
課
）　　

　

月
額
１
万
５
千
円（
定
額
）

入
学
一
時
金　

３
万
円
以
内

→
新
入
学
時
だ
け
。
高
等
学
校
・

大
学
院
は
含
ま
な
い

❹
貸
与
期
間

高
等
学
校
お
よ
び
大
学
な
ど

に
お
け
る
正
規
の
就
学
期
間

❺
受
付
期
間

24
年
２
月
１
日
水
～
３
月
23

日
金
【
必
着
】

※
期
間
以
降
の
申
請
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い

❻
申
請
方
法

保
護
者
で
は
な
く
申
請
者
本

人
が
必
要
書
類
を
持
参
の

上
、
学
務
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い

⑴
必
要
書
類

【
役
場
か
ら
配
布
さ
れ
る
も

の
】

①
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書

②
家
庭
状
況
書

③
振
込
依
頼
書

※
教
育
委
員
会
学
務
課
、
泊
・

平
沼
支
所
に
あ
り
ま
す
。
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.

rokkasho.jp/

か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
す

【
各
自
で
準
備
す
る
も
の
】

①
23
年
の
所
得
が
分
か
る
書

類
（
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申

告
書
控
な
ど
）

※
所
得
が
分
か
る
書
類
は
、
家

族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
と
連

帯
保
証
人
の
分
で
す
。
可
能
な

限
り
原
本
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
受
付
後
返
却
し
ま
す
）

②
健
康
診
断
書
（
中
学
・
高

校
で
実
施
し
た
健
康
診
断
書

で
も
代
用
可
）

③
合
格
通
知
書
も
し
く
は
在

学
証
明
書
（
原
本
）

④
申
請
者
の
戸
籍
全
部
事
項

証
明
書
も
し
く
は
戸
籍
謄
本

（
原
本
）

⑤
成
績
証
明
書
（
原
本
）

⑥
振
り
込
み
を
希
望
す
る
通

帳
の
コ
ピ
ー

⑵
連
帯
保
証
人
の
資
格
な
ど

貸
与
条
件
と
し
て
、
連
帯
保

証
人
が
２
人
必
要
で
す
（
１

人
は
保
護
者
可
）

①
本
村
に
住
所
を
有
し
、
一

定
の
職
業
を
も
ち
独
立
の
生

計
を
営
む
、
村
税
に
滞
納
の

な
い
成
年
者

②
本
村
に
住
所
を
有
し
な
い

場
合
で
も
、
教
育
委
員
会
に

よ
り
保
証
能
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
連
帯
保
証

人
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
住
民
票
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
）

⑶
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な

程
度
（
詳
し
く
は
担
当
者
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
）

　

本
人
が
属
す
る
世
帯
の
年

間
総
所
得
金
額
が
所
得
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と

※
総
所
得
金
額
と
は
、
そ
の
世

帯
の
金
銭
、
物
品
な
ど
の
１
年

間
の
総
収
入
金
額
か
ら
必
要
な

経
費
を
控
除
し
た
金
額
で
す

⑷
届
け
出
事
項

　

奨
学
金
貸
与
申
請
中
ま
た

は
決
定
後
左
記
の
変
更
が
生

じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
必

ず
教
育
委
員
会
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

①
申
請
者
、
連
帯
保
証
人
の

住
所
や
身
分
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き

②
転
校
、
休
学
、
復
学
、
退

学
し
た
と
き

③
連
帯
保
証
人
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

❼
貸
与
の
決
定

　

貸
与
は
24
年
４
月
下
旬
頃

開
催
予
定
の
教
育
委
員
会
で

決
定
し
ま
す

※
奨
学
資
金
の
貸
与
は
、
教
育

委
員
会
で
申
請
者
を
審
査
し
決

定
し
ま
す
。
申
請
す
れ
ば
必
ず

貸
与
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

❽
奨
学
資
金
貸
与
の
停
止
な

ど
　

奨
学
生
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
た
と
き
は
、
奨
学

資
金
の
貸
与
停
止
ま
た
は
決

定
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

①
奨
学
資
金
の
貸
与
を
受
け

る
経
済
的
な
理
由
を
失
っ
た

と
き

②
保
護
者
が
転
居
な
ど
に
よ

り
村
内
に
住
所
を
有
し
な
く

な
っ
た
と
き

③
退
学
ま
た
は
休
学
し
た
と
き

④
在
学
証
明
書
、
成
績
証
明

書
を
提
出
し
な
い
と
き

⑤
負
傷
ま
た
は
疾
病
な
ど
の

た
め
に
成
業
の
見
込
み
が
な

い
と
き

⑥
学
業
成
績
ま
た
は
素
行
が

著
し
く
不
良
で
あ
る
と
認
め

た
と
き

⑦
そ
の
他
奨
学
生
と
し
て
適

当
で
な
い
と
認
め
る
と
き

❾
奨
学
資
金
の
償
還

　

学
校
を
卒
業
ま
た
は
退
学

し
た
月
の
１
年
後
か
ら
13
年

以
内
に
、
借
り
た
金
額
を
償

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
と
き
、
月
賦
、
半
年
賦
、

年
賦
払
い
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
償
還
し
て
く
だ
さ
い
。

※
償
還
を
期
限
ま
で
に
履
行
し

な
い
場
合
に
お
い
て
、
正
当
の

理
由
が
な
い
と
き
は
、
期
限
の

翌
日
か
ら
履
行
の
日
ま
で
の
期

日
の
日
数
に
応
じ
年
10
％
の
延

滞
金
を
徴
収
し
ま
す

　

奨
学
資
金
を
貸
与
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
貸
与

者
本
人
、
連
帯
保
証
人
の
三

者
と
も
把
握
し
て
お
く
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
学
務
課　

赤

石☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
５
４
）

℻ 

０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
３

子
ど
も
た
ち
の

輝
く
未
来
の
た
め
に

六
ヶ
所
村
奨
学
資
金
貸
与
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

六ヶ所村奨学資金貸与制度をご活用ください▷▷▷

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

教
育

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

教
育

●村内小学校５年生（４教科平均）

●村内中学校 2 年生（5 教科平均）
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健口（健康）づくり始めましょう
プラークコントロールで歯周病・虫歯予防を

尾
駮
診
療
所　

歯
科
衛
生
士

　

亀
田
静
香

　

豊
作
良
子

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
年
は
積

雪
が
多
く
寒
さ
厳
し
い
時
期

と
な
っ
て
い
ま
す
。
風
邪
な

ど
ひ
い
て
い
ま
せ
ん
か
？　

　

風
邪
予
防
に
う
が
い
・
手

洗
い
の
励
行
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
う
が
い
は
口
の
中
を
清

潔
に
保
ち
、
の
ど
の
細
菌
数

を
減
少
さ
せ
肺
炎
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

生
涯
を
通
じ
て
正
し
い
プ
ラ

ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切

　

最
近
で
は
小
学
生
に
も
歯

周
病
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
歯

周
病
の
ピ
ー
ク
は
50
歳
代
と

い
わ
れ
て
お
り
、
70
歳
代
以

降
の
人
に
歯
周
病
が
少
な
い

の
は
、
歯
の
喪
失
に
よ
り
歯

周
病
に
罹
患
す
る
歯
が
少
な

く
な
る
た
め
で
す
。

　

歯
が
失
わ
れ
る
と
食
べ
物

を
そ
し
ゃ
く
す
る
機
能
が
低

下
し
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢

に
な
っ
て
も
、
自
分
の
歯
で

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
に

は
、
幼
児
期
か
ら
の
生
活
習

慣
や
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
確
立
し
、
歯
周
病
・
む

し
歯
を
予
防
す
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。

　

歯
周
病
や
む
し
歯
の
な
り

や
す
さ
や
そ
の
原
因
は
人
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
生
活
を
し

て
い
て
も
む
し
歯
に
な
る
人

と
な
ら
な
い
人
が
い
る
の
は

目
に
み
え
な
い
原
因
が
そ
れ

ぞ
れ
違
う
か
ら
で
す
。
そ
の

原
因
は
口
の
中
の
細
菌
な
の

で
す
。

　

歯
周
病
と
喫
煙
は
大
き
な

関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

喫
煙
が
、が
ん
や
心
臓
病
、

脳
血
管
疾
患
な
ど
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
歯
周
病
に
と

っ
て
は
最
大
の
リ
ス
ク
因
子

で
す
。
理
由
は
喫
煙
に
よ
っ

て
摂
取
さ
れ
た
ニ
コ
チ
ン
が

歯
周
組
織
の
血
管
を
収
縮
さ

せ
血
行
障
害
を
引
き
起
こ

し
、
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
な

ど
の
病
原
因
子
の
影
響
を
受

け
や
す
い
状
態
に
な
る
か
ら

で
す
。

　

喫
煙
者
が
非
喫
煙
者
に
比

べ
歯
周
病
に
罹
患
す
る
割
合

は
約
２
～
８
倍
も
多
い
と
言

わ
れ
て
お
り
重
症
度
や
歯
の

喪
失
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　

歯
周
病
・
む
し
歯
の
予
防

と
治
療
に
欠
か
せ
な
い
の
は

歯
面
に
付
着
し
た
プ
ラ
ー

ク
（
歯
垢
）
＝
細
菌
を
取
り

除
く
毎
日
の
セ
ル
フ
ケ
ア
で

す
。

　

お
口
の
中
の
状
態
は
個
人

差
が
あ
る
の
で
、
歯
科
医
師

や
歯
科
衛
生
士
に
適
切
な
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
を
指
導
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

歯
ブ
ラ
シ
の
交
換
時
期
は
？

※
１
～
２
週
間
で
毛
先
が
開

い
て
し
ま
う
場
合
は
、
力
を

入
れ
す
ぎ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

歯
磨
き
剤
選
び
の
ポ
イ
ン
ト

・
む
し
歯
予
防
に
は
フ
ッ
素

入
り
の
歯
磨
き
剤
を
使
い
ま

し
ょ
う

・
歯
周
病
予
防
に
は
殺
菌
効

果
の
あ
る
歯
磨
き
剤
や
洗
口

液
な
ど
を
お
す
す
め
し
ま
す

■
そ
の
他
補
助
材

歯
間
ブ
ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
、
１
本
ブ
ラ
シ
、
舌
ブ

ラ
シ
、
義
歯
ブ
ラ
シ
、
義
歯

洗
浄
剤
な
ど
自
分
に
合
っ
た

も
の
を
お
す
す
め
し
ま
す

　

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と

は
全
身
の
健
康
維
持
に
つ
な

が
り
、
食
事
や
会
話
を
楽
し

ん
で
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
な

ど
、
快
適
な
人
生
を
送
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
な
の
で

す
。

異文化交流フェア 2 月 26 日日開催
世界各国の文化にふれるチャンスです

　
『
六
ヶ
所
村
異
文
化
交
流

フ
ェ
ア
２
０
１
２
』
を
２
月

26
日
日
、
六
ヶ
所
村
文
化
交

流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
で

開
催
し
ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
を
メ
イ
ン
に
、
青

森
県
内
に
在
住
す
る
外
国
人
が

自
国
の
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
や
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
な
か
な

か
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
外
国
料
理
の
試
食
や
イ
ン

ド
・
韓
国
な
ど
の
民
族
衣
装

の
試
着
も
で
き
ま
す
。

　

世
界
各
国
の
お
土
産
が
も

ら
え
る『
お
楽
し
み
抽
選
会
』

も
あ
り
ま
す
よ
。

『
韓
国
の
暦
』

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。
韓

国
襄
陽
郡
派
遣
職
員
の
藤
谷

で
す
。

　

六
ヶ
所
村
は
今
年
、
例
年

以
上
に
雪
が
降
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
襄
陽
郡
は
12
月

に
一
度
ま
と
ま
っ
た
雪
が
降

っ
て
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
雪
が

降
る
こ
と
は
な
く
、
日
陰
に

少
し
残
っ
て
い
る
程
度
で

す
。
気
温
は
１
月
中
旬
で
日

中
は
４
度
前
後
ま
で
上
が
り

ま
す
が
、
夜
は
マ
イ
ナ
ス
７

度
く
ら
い
ま
で
冷
え
込
み
ま

す
。

　

さ
て
、今
月
は
韓
国
の
暦
・

カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
書
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
韓
国
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
見
て
気
が
付
く
こ
と
は
祝

祭
日
で
す
。
韓
国
は
年
間
で

13
日
間
の
祝
祭
日
が
あ
り
ま

す
。
日
本
の
祝
祭
日
は
15
日

間
で
す
が
、
韓
国
は
振
り
替

え
休
日
の
制
度
が
な
い
た
め

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
世
界
の
舞

踊
や
恒
例
の
外
国
人
に
よ
る

日
本
語
の
寸
劇
を
披
露
す
る

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
参
加
国　

日
本
、
韓
国
、

中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ

ン
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

■
日
時　

２
月
26
日
日

正
午
～
午
後
３
時

■
会
場　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
参
加
費　

無
料

問
国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
（
72
）

２
１
１
１

（
内
線
２
６
１
・
２
６
２
）

日
本
よ
り
祝
日
が
少
な
く
感

じ
ま
す
。

　

２
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見

る
と
祝
祭
日
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
４
日
が
日
本
と
同
じ
く

立
春
、
６
日
が
年
初
め
の
満

月
の
日
の
「
テ
ボ
ル
ム
（
大

満
月
）」、
そ
し
て
14
日
が
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
月
６
日
の「
テ
ボ
ル
ム
」

は
農
繁
期
の
準
備
と
１
年
の

無
病
息
災
を
願
う
日
。
テ
ボ

ル
ム
の
前
日
に
五
穀
米
や
９

種
類
の
ナ
ム
ル
（
野
菜
・
山

菜
を
塩
茹
で
し
調
味
料
と
ゴ

マ
油
で
味
付
け
し
た
も
の
）

を
、
当
日
に
は
松
の
実
や
ク

ル
ミ
、
落
花
生
を
食
べ
る
の

が
伝
統
の
よ
う
で
す
。

　

２
月
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
、
そ
し
て
３
月
14
日

の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
は
日
本
と

同
じ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
韓
国
で
は

さ
ら
に
毎
月
14
日
が
男
女
に

関
係
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

４
月
14
日
の
ブ
ラ
ッ
ク
デ
ー

で
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

と
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
縁
の
な

か
っ
た
人
た
ち
が
黒
い
服
を

着
て
、
チ
ャ
ジ
ャ
ン
ミ
ョ
ン

（
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
麺
）
を
食

べ
ま
す
。

　

３
月
に
は
祝
祭
日
の
ひ
と

つ
で
あ
る
３
月
１
日
の「
三
・

一
節
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
か
つ
て
日
本
に
併
合
さ
れ

て
い
た
時
代
に
起
こ
っ
た
独

立
運
動
の
記
念
日
の
一
つ
で

す
。
日
韓
の
歴
史
問
題
は
未

だ
に
解
決
の
糸
口
さ
え
見
つ

か
ら
な
い
状
態
で
す
が
、
日

本
と
韓
国
、
場
所
が
違
う
だ

け
で
報
道
の
さ
れ
か
た
も
全

く
違
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
何
が
正
し
く
て
何
が
間

違
っ
て
い
る
の
か
自
分
で
見

て
、
冷
静
に
考
え
、
自
分
の

意
見
を
も
ち
た
い
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

㊤ た く さ ん の
人 が 来 場 し た
昨 年 の フ ェ ア
㊦ 各 国 の 料 理
を 味 わ え る の
も フ ェ ア の 魅
力。 お い し そ
う な パ エ リ ア

（ ス ペ イ ン の
ブース）

バス法
歯周病治療に効果的

歯と歯肉の境目に 45 度の角度で毛
先をあて、１㎜くらいずつ動かす

歯ブラシを歯に垂直にあて、横
に小刻みに動かす。歯垢を落と
す効果の高い方法

スクラッビング法　
歯間をきれいにする一般的な磨き方

フォーンズ法　
子どもでも簡単にできる

上下の歯が平面になるように軽く
かみ合わせ、円をえがくようにみ
がく。掃除効果は低いが、子ども
でも簡単にできる

自分に合った磨き方を見つけよう

歯ブラシ選びのポイント

毛先が開いてき
たら交換しまし
ょう。目安は１～
２カ月です。

柄がまっすぐ

ヘッドは小さめ

毛は固すぎず
細めで密なもの

首が細く長め

襄陽郡は雪は少ないけど、冷え込みます
（1 月 16 日アパートから中心街を撮影）

昨年ステージで披露さ
れたインドネシア舞踊

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

教
育

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

教
育
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　健康 Health 　交番だよりSafety Information

　

除
排
雪
に
伴
い
県
内
で
は

①
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故 

30

人
（
う
ち
死
者
３
人
）
②
屋

根
雪
の
落
下
に
よ
る
事
故 

９

人
③
除
排
雪
中
に
川
な
ど
に

転
落
し
た
事
故　

２
人
④
除

雪
機
に
巻
き
込
ま
れ
た
事
故

　

２
人
⑤
除
雪
中
の
転
倒
に

よ
る
事
故
10
人
⑥
排
雪
口
の

蓋
に
挟
ま
れ
る
事
故　

２
人

⑦
そ
の
他　

２
人
―
な
ど
の

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
に
遭
っ
た
57

人
中
、
60
歳
以
上
の
人
は
44
人

で
約
77
％
を
占
め
ま
す
。
高
齢

者
の
一
人
で
の
屋
根
の
雪
下

ろ
し
は
非
常
に
危
険
で
す
。

　

除
排
雪
中
の
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〇
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る

と
き
は
、
命
綱
を
付
け
る
、

滑
り
止
め
の
付
い
た
靴
を
履

く
な
ど
、
転
落
防
止
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う

○
ハ
シ
ゴ
の
上
り
下
り
の
際

は
、
ハ
シ
ゴ
を
支
え
て
も
ら

う
な
ど
転
落
事
故
防
止
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
除
雪
作
業
は
で
き
る
だ
け

複
数
で
行
い
、
周
囲
に
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う

○
軒
下
か
ら
屋
根
の
雪
を
落

と
す
と
き
は
、
雪
の
下
敷
き
に

な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

特

に
、
暖
気
の
時
は
、
屋
根
雪
の

落
下
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
除
雪
機
の
点
検
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら

行
い
ま
し
ょ
う

●
昨
年
12
月
か
ら
の
除
排
雪

に
伴
う
人
的
事
故
（
平
成
24

年
１
月
５
日
現
在
）

発
生
件
数　

57
件

（
前
年
比
プ
ラ
ス
51
件
）

事
故
者
数　

57
人

（
前
年
比
プ
ラ
ス
51
人
）

う
ち
死
者
数　

３
人

（
前
年
比
プ
ラ
ス
３
人
）

違
法
駐
車
は
迷
惑
駐
車

　

こ
れ
ま
で
の
県
内
に
お
け

る
違
法
駐
車
を
見
る
と
、

①
雪
の
た
め
に
道
路
が
狭
く

な
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
道
路
に
駐
車
を
し
て

い
る
②
交
差
点
内
や
横
断
歩

道
付
近
で
も
、
平
気
で
駐
車

し
て
い
る
③
歩
道
を
駐
車
場

替
わ
り
に
し
て
い
る
―
な

ど
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

積
雪
が
続
き
、
道
路
幅
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
狭
く
な
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
違
法
駐
車

に
よ
っ
て
交
通
渋
滞
が
さ
ら

に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
違
法
駐
車
は
、
救
急

車
、
消
防
車
な
ど
の
緊
急
車

両
の
通
行
を
妨
げ
、
ゴ
ミ
収

集
作
業
、
除
排
雪
作
業
の
妨

害
と
な
る
な
ど
、
市
民
生
活

に
大
変
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

違
法
駐
車
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
る
社

員
を
送
り
出
す
使
用
者
の
人

た
ち
が
、
得
意
先
に
駐
車
場

を
確
保
す
る
な
ど
、
一
人
一

人
が
工
夫
す
る
こ
と
で
、
な

く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
社
経
営
者
の
皆
さ
ん
に

も
、
営
業
車
が
違
法
な
駐
車

を
し
な
い
よ
う
、
運
転
者
の

皆
さ
ん
に
指
導
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
１
月
か
ら
３

月
ま
で
の
３
カ
月
間
を
「
違
法

駐
車
取
締
り
強
化
期
間
」
に
設

定
し
て
、
違
法
駐
車
の
交
通
指

導
取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
快
適
な
交
通
環
境
を
確
保

す
る
た
め
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
発
生
件
数 

５
４
６
７

件
（
前
年
比　

マ
イ
ナ
ス

３
７
５
件
、
同
６
・
４ 

％
）

■
死
者
数　

54
人
（
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
12
人
、同
18
・２ 

％
）

■
負
傷
者
数　

６
７
９
０
人

（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
３
７
２

人
、
同
５
・
２ 

％
）

　

死
者
数
は
現
行
の
統
計
方

法
と
な
っ
た
１
９
６
６
年
以

降
、
最
少
だ
っ
た
２
０
０
９

年
の
50
人
に
次
い
で
少
な

か
っ
た
。

交
通
死
亡
事
故
の
特
徴

　

死
者
数
の
対
前
年
減
少
率

は
、
都
道
府
県
別
で
９
位
。

東
北
で
は
ト
ッ
プ
。
発
生
件

数
、
負
傷
者
数
は
平
成
14
年

以
降
10
年
連
続
で
減
少
し
て

い
ま
す
。

❶
高
齢
死
者
の
減
少
24
人

　　除排雪中の事故を防止しよう
屋根の雪下ろしなどに十分気をつけましょう

② 12 月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年

前年比12 月中 累計 累計
61 250 219 +31

① 12 月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比12 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

4 0 9 24 2 40 16 0 23 8 2 -17

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日 （
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
21
人
）

全
死
者
の
約
４
割
（
44
・

４
％
）
を
占
め
る 

❷
飲
酒
に
よ
る
事
故
死
者
の

増
加
７
人
（
前
年
比
プ
ラ
ス

４
人
）

❸
正
面
衝
突
に
よ
る
事
故
死

者
の
増
加　

13
人
（
前
年
比

プ
ラ
ス
９
人
）

❹
若
年
者
第
一
当
事
者
の
交

通
死
亡
事
故
の
件
数
・
構
成

率
が
、
記
録
の
残
る
昭
和
48

年
以
降
最
少　

４
件
（
構
成

率
７
・
４
％
）

違
法
駐
車
は

や
め
よ
う

　

妊
娠
、
出
産
は
女
性
に
と
っ

て
、
ま
た
家
族
に
と
っ
て
も
心

理
的
、
身
体
的
、
経
済
的
に

も
一
大
事
で
す
。安
全
に
妊
娠
、

出
産
を
迎
え
る
た
め
に
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

❶
必
ず
産
婦
人
科
を
受
診
し
、

妊
娠
の
診
断
を
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う

❷
母
子
手
帳
は
赤
ち
ゃ
ん
と

妊
婦
さ
ん
を
守

る
大
切
な
記
録

で
す
。
す
み
や

か
に
妊
娠
届
を

提
出
し
、
母
子

手
帳
を
も
ら
い

ま
し
ょ
う

❸
妊
婦
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
医
師
の

指
示
通
り
妊
婦
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う

【
妊
娠
中
に
受
け
ら
れ
る
母
子

保
健
サ
ー
ビ
ス
】

 

・
妊
婦
健
診
14
回
分
の
費
用

を
補
助
す
る
「
妊
婦
委
託
健

康
診
査
受
診
票
」
が
交
付
さ

れ
ま
す

・
妊
婦
健
診
を
受
け
る
た
め
の

交
通
費
が
14
回
を
限
度
に
支

給
さ
れ
ま
す

 

・
妊
娠
中
は
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

や
環
境
の
変
化
に
よ
り
心
身
に

多
く
の
変
化
を
き
た
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
、
妊
婦
さ
ん

の
話
を
ゆ
っ
く
り
聞
い
た
り
、

一
緒
に
悩
ん
だ
り
、
問
題
解
決

に
向
け
て
の
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
保
健
師
な
ど
に
よ
る
家

庭
訪
問
や
電
話
相
談
を
受
け
ら

れ
ま
す

　

本
村
で
は
、
年

10
％
か
ら
20
％
の
割

合
で
妊
娠
届
の
提
出

が
遅
く
な
り
、
十
分

な
健
診
を
受
け
る
こ

と
な
く
出
産
に
至
っ

て
し
ま
う
人
が
い
ま

す
。
妊
婦
健
診
を

受
け
ず
に
出
産
す
る
こ
と
は
、

妊
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
命

に
大
き
な
危
険
が
伴
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぎ
、

一
生
の
う
ち
に
数
回
し
か
な

い
妊
娠
、
出
産
を
幸
せ
に
迎

え
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
い

た
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
12 月 20 日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたちです

　冬期間の運動不足解消、健康づくりの一環と
して、保健相談センターを会場に運動事業を開
催します。どなたでも参加できます。友人と一
緒にぜひご参加ください。
■内容・開催日
①リンパマッサージ　２月２日木
②エアロビクス　２月９日木・16 日木
・28 日火、３月８日木
③ピラティス　２月 24 日金、３月１日木
■時間　午後１時～２時
　申し込みは、各開催日の前日まで
受け付けます。
■申込先　健康課・健康相談係
☎ 0175（72）2794

運動不足解消・健康づくりに

リンパマッサージ・エアロビ・ピラティス
参加者募集

田中 太耀くん 木村 雄飛くん

小泉 ハルちゃん

賀佐 頼親くん

成田 智久くん

三國 椿稀くん

鈴木 愛音ちゃん

坂本梨々花ちゃん

小泉 心優ちゃん

●
複
合
健
診

■
実
施
日
・
受
付
時
間

２
月
29
日
水
午
前
８
時
～
９
時

■
健
診
項
目　

特
定
健
診
、

胃
が
ん
検
診
、肺
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が

ん
検
診
、
肝
炎
検
査

■
料
金　

無
料

■
申
込
期
限　

２
月
15
日
水

●
歯
周
疾
患
検
診

　

20
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
ま

す
。

■
実
施
日
時　

２
月
29
日
水

午
後
０
時
45
分
～
１
時
30
分

■
対
象　

義
歯
を
使
用
し
て

い
な
い
20
歳
以
上
の
人
（
現

在
歯
科
治
療
を
し
て
い
な
い

人
）

■
検
診
内
容　

口
腔
内
の
状

態
（
む
し
歯
の
有
無
、
歯
肉

の
状
態
な
ど
）

■
料
金　

無
料

■
申
込
期
限　

２
月
15
日
水

■
申
込
先

健
康
課
・
健
康
相
談
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

複
合
健
診
・
歯
周
疾

患
検
診
を
実
施

平
成
23
年
中
の
交
通

事
故
発
生
状
況

安全な妊娠・出産のために
一人で悩まず、相談してください

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

教
育

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

教
育



16Rokkasho●2012-217 Rokkasho●2012-2

　

●確定申告―十和田税務署からのお知らせ

　確定申告書の作成・提出は、e-Tax（イータッ
クス〈国税電子申告・納税システム）を利用して
ください。
　税務署に出向くこと
なく、ご自宅のパソコ
ンからインターネット
を利用して申告などができます。
※電子証明書が格納された住基カードなどと IC
カードリーダライタが必要です

■ e-Tax の利用メリット
①国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」から電子申告することができます
② 23 年分は最高４千円の税額控除が受けられま
す（過去にこの控除を受けた人を除きます）
③医療費の領収書や源泉徴収票などの内容を入力
することにより、添付書類の提出が不要となりま
す ( ご自身で３年間保管する必要があります )
④還付金が３週間程度で戻ります
⑤ 24 年１月 16 日月午前８時 30 分から３月 15
日木の期間中は、24 時間申告が可能です。
※ e-Tax の利用方法や電子証明書の取得方法な
ど、詳しくは e-Tax ホームページ（www.e-tax.
nta.go.jp）をご覧ください。

※ e-Tax の利用方法や電子証明書の取得方法な
ど、詳しくは e-Tax ホームページ（www.e-tax.
nta.go.jp）をご覧ください。

■申告書作成会場の開設
　十和田税務署は十和田奥入瀬合同庁舎１階に

「申告書作成会場」を開設し、パソコンを利用し
て所得税、個人事業者の消費税等および贈与税の
申告書作成をサポートします。

【「申告書作成会場」の開設日時】
24 年２月１日水～３月 15 日木（土、日、㊗を除く）
午前９時～午後５時

【お願い】
税務署から、申告書やお知らせ通知書（はがき）
が届いている人は、ご持参の上来署してください。
問十和田税務署　☎ 0176（23）3151
※音声案内で「２」を選択してください

平成 23 年分　　　　　　　　　（村県民税・所得税）はお早めに。

　今年も確定申告日程表のとおり申告
を受け付けます。

申告対象者は、平成 24 年 1 月 1 日
現在、六ヶ所村に住民登録をしている
人です。

申告をしない場合は、所得証明書な
どの交付、国保税の軽減措置、国民年
金など掛け金の免除、村営住宅の更新
手続き、各種福祉サービスや手当てが
受けられないなど、大変不利益となり
ますので、各種所得者が扶養者である
と申告された人を除き、失業・無職・
労災などにより所得の無い人や生活保
護を受給している人も必ず申告してく
ださい。

なお、税務署に直接申告する人およ
び給与所得だけで、かつ 23 年中に１カ
所からだけ給与を受け、会社で年末調整
をした人は申告の必要はありません。
　申告の際には、印鑑および次の書類
を必ず持参してください。
①預金通帳またはキャッシュカードな
ど、申告する人の口座番号のわかるもの
②給与所得者は 23 年中に受給したす
べての源泉徴収票（紛失した場合は給
与支払者から再交付を受けてくださ
い）
③建築業などの所得者は、給与支払者
から源泉徴収票が交付された場合に限
り給与所得者として給与所得計算がで
き、交付されない場合は請負業（一人
親方）として年間の収支計算が必要と
なりますので注意してください。なお、
毎月の賃金支給明細などは源泉徴収票
となりませんので必ず交付を受けてく
ださい
④農業・漁業・営業などの所得者は、
収支計算を明確にしたもの（年間の収
入金額、事業に係る経費のわかる帳簿、
領収書など）。※領収書だけの持参で
は受け付けできませんので、帳簿など
に記帳・整理して持参してください
⑤不動産所得者（借家、借地のある人）
は、収支計算を明確にしたもの（不動
産の所在地、貸家などの戸数、家賃、
借地料、経費などのわかる帳簿、領収
書など）

⑥防衛省から不動産使用料などの支払
いがある人は、収入金額がわかるもの

（通帳、契約書、通知書など）
⑦譲渡所得者（不動産などを売った人）
は、売買契約書、譲渡経費などの領収
書、官公庁が発行した申出・買取証明
書など
⑧その他雑所得および一時所得者（生
命保険満期返戻金、土砂・砂利などの
販売のある人）はその明細書、売買契
約書など
⑨ 23 年中に支払った各種領収書・控
除証明書など（医療費、生命保険料、
地震保険料、国民健康保険税、介護保
険料、国民年金保険料、農業者年金保
険料）
⑩税務署から確定申告書が送付されて
いる人は、送付された確定申告書を必

ず持参してください
◎自宅やオフィスから、インターネッ
トで申告や納税ができる「e-Tax（国
税電子申告）」もぜひ利用してくださ
い（電子証明書の取得など、事前手続
きが必要です）
　また、国税庁ホームページでは、個
人の確定申告書などの作成ができる

「確定申告書等作成コーナー」を開設
していますので、申告書の作成に利用
してください。なお、確定申告期間中、
村中央公民館玄関ホールへｅ - Ｔａｘ
のできるパソコンを設置しています。
国税庁ホームページアドレス　　http://
www.nta.go.jp/　の確定申告書等作成コ
ーナー」からアクセスしてください。
問税務課　
☎ 0175（72）2111（内線 125）

○ 2 月 15 日水～ 3 月 15 日木までの期間は上記日
程のとおり、それぞれの受付会場で申告を受け付
けます。地区対象日に都合の悪い人は、対象受付
会場のいずれかの日に申告してください。なお、
予備日は大変混み合いますので、必ずご自分の対
象日に各地区の受付会場で申告してください。

※ 1　上記期間中、税務課窓口での申告受け付け
はできません。
※ 2　村は消費税の申告を受け付けませんの
で、対象者は 3 月 31 日土までに十和田税務
署で直接申告してください。

月 日 受付時間 受付会場 対象地区

2 月

15 日水 9：30 ～ 16：00

泊地区ふれあい
センター

泊（一般）1 班・2 班

16 日木 9：30 ～ 16：00 泊（一般）3 班～ 10 班

17 日金 9：30 ～ 16：00 泊（一般）11 班～ 18 班

20 日月 9：30 ～ 16：00 泊（漁業）11 班～ 17 班

21 日火 9：30 ～ 12：00 泊（漁業）1 班～ 10 班

22 日水 9：30 ～ 16：00

千歳平公民館

端・六原・笹崎・庄内・豊原・睦栄

23 日木 9：30 ～ 16：00 千歳平 1 班～ 9 班

24 日金 9：30 ～ 15：00 千歳平 10 班～ 12 班・千歳

27 日月 9：30 ～ 16：00

平沼支所

平沼 1 班～ 3 班・新納屋・石油備蓄

28 日火 9：30 ～ 16：00 平沼 4 班～ 7 班

29 日水 9：30 ～ 16：00 平沼 8 班～ 11 班

3 月

1 日木 9：30 ～ 16：00

平沼支所

新城平・中志・内沼

2 日金 9：30 ～ 16：00 倉内 1 班～ 4 班

5 日月 9：30 ～ 16：00 倉内 5 班～ 8 班

6 日火 9：30 ～ 12：00 倉内 9 班・10 班

7 日水 9：00 ～ 16：00

中央公民館

出戸・石川・二又・第三二又・ひばり平・富ノ沢

8 日木 9：00 ～ 16：00 尾駮・老部川

9 日金 9：00 ～ 16：00 野附・尾駮浜

12 日月 9：00 ～ 16：00 戸鎖・室ノ久保・千樽・尾駮レイクタウン

13 日火 9：00 ～ 16：00 予備日

14 日水 9：00 ～ 16：00 予備日

15 日木 9：00 ～ 15：00 予備日

●確定申告日程表

確 定 申 告
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村
民
図
書
館
は
、
参
考
業
務

に
対
応
で
き
る
よ
う
郷
土
資
料

の
収
集
、保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。

次
の
資
料
を
お
持
ち
の
人
は
ぜ

ひ
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
学
校
文
集
「
ま
さ
ご
」

第
１
号
（
昭
和
28
年
度
）

第
３
号
（
昭
和
30
年
度
）
～
第

10
号
（
昭
和
37
年
度
）

第
12
号
（
昭
和
39
年
度
）
～
第

19
号
（
昭
和
46
年
度
）

第
23
号
（
昭
和
50
年
度
）

第
36
号
（
昭
和
63
年
度
）

■
児
童
生
徒
版
画
集
「
ま
つ
か

っ
ち
ゃ
」

第
１
集
（
昭
和
41
年
度
版
）

第
３
集
（
昭
和
43
年
度
版
）

第
５
集
（
昭
和
45
年
度
版
）

■
中
学
生
海
外
体
験
学
習
報
告
書

第
１
回
（
平
成
３
年
度
）

第
２
回
（
平
成
４
年
度
）

第
６
回
（
平
成
８
年
度
）

第
８
回
（
平
成
10
年
度
）

第
９
回
（
平
成
11
年
度
）

※
右
記
以
外
に
も
村
内
に
関
す
る
資

料
を
お
持
ち
で
、
提
供
い
た
だ
け
る

と
き
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す

問
六
ヶ
所
村
民
図
書
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
５

　

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

２
月
19
日
日

＊
バ
ス
の
配
車
時
間
は
申
込
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す

■
場
所　

青
森
県
営
ス
ケ
ー
ト
場

■
募
集
人
員　

先
着
80
人

■
入
場
料
（
団
体
割
引
）

小
学
生
以
下　

50
円

中
学
生　
　
　

１
１
０
円

高
校
生　
　
　

２
２
０
円

一
般　
　
　

４
７
０
円

※
貸
靴
代　

３
４
０
円

■
申
込
期
限　

２
月
10
日
金

■
申
込
み
先　

教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
（
中
央
公
民
館
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

℻
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

六
ヶ
所
村
で
初
め
て
生
活
す

る
女
性
が
地
域
へ
の
関
心
を
も

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
歴
史
や

文
化
へ
の
学
習
機
会
と
し
て
、

ま
た
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
、
仲
間
づ
く
り
の
機
会
と
し

て
「
よ
う
こ
そ
奥
様
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
内
容　

べ
こ
も
ち
作
り

■
日
時　

２
月
21
日
火

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館
実
習
室

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
材
料
費　

千
円

■
対
象
者　

村
内
在
住
の
女
性

で
料
理
に
興
味
の
あ
る
人

■
先
着　

15
人
程
度

■
申
込
期
限　

２
月
13
日
月

＊
申
し
込
み
後
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
と

き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
に

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
材
料
費
を

い
た
だ
き
ま
す

■
申
込
先　

社
会
教
育
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
５
）

℻
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

平
成
23
年
９
月
の
診
療
休
止
以

降
、
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
年

12
月
か
ら
県
病
応
援
医
師
の
協
力

に
よ
り
診
療
を
再
開
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
診
療
日　

毎
月
第
１
・
３
・
５

水
曜
日

問
公
立
野
辺
地
病
院　

医
事
グ

ル
ー
プ　

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

　

平
成
24
年
度
採
用
の
公
立
野

辺
地
病
院
看
護
師
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
の
で
、
受
験
を
希

望
す
る
人
は
左
記
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
職
種　

看
護
師

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
受
験
資
格　

資
格
を
有
す
る

人
お
よ
び
24
年
３
月
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人

■
試
験
の
種
類　

小
論
文
・
面
接

■
試
験
日　

詳
し
く
は
応
募
者

全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま
す

■
応
募
方
法
な
ど

❶
左
記
①
②
の
書
類
を
公
立
野
辺

地
病
院
総
務
企
画
グ
ル
ー
プ
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

①
自
筆
履
歴
書
（
上
半
身
脱
帽

写
真
添
付
・
市
販
用
紙
可
）
１
通

② 

看
護
師
免
許
証
の
写
し
、

成
績
証
明
書
・
卒
業
証
明
書
ま

た
は
卒
業
見
込
証
明
書
、
健
康

診
断
書
（
官
公
立
医
療
機
関
の

も
の
）
各
１
通

❷
応
募
期
限　

２
月
29
日
水
必
着

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
３
９
―
３
１
４
１

青
森
県
上
北
郡
野
辺
地
町
字
鳴

沢
９
―
12

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

公
立
野
辺
地
病
院　

事
務
局

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

（
内
線
５
１
２
）

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
団
体
活
動

に
最
適
な
保
険
で
す

※
５
人
以
上
の
団
体
で
加
入
し

て
く
だ
さ
い

■
対
象
と
な
る
事
故　

①
団
体
活
動
中
の
事
故　

②
往
復
中
の
事
故
（
自
動
車
事

故
に
よ
る
賠
償
責
任
は
適
用
外
）

■
補
償
内
容　

傷
害
保
険
（
通

院
、入
院
、後
遺
障
害
、死
亡
）・

賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭

費
用
保
険

■
加
入
受
付
期
間　

平
成
24
年

３
月
１
日
か
ら
翌
25
年
３
月
30
日

■
保
険
期
間　

24
年
４
月
１
日

午
前
０
時
か
ら
25
年
３
月
31
日

午
後
12
時
ま
で

※
年
度
途
中
の
申
し
込
み
は
加

入
手
続
き
を
行
っ
た
翌
日
の
午

前
０
時
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す

■
掛
け
金　

１
人
年
額
８
０
０

円
～
１
１
０
０
０
円
（
団
体
の

活
動
内
容
・
年
齢
構
成
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

問
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
青
森
県
支
部

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
参

加
者
募
集

郷
土
資
料
を

収
集
し
て
い
ま
す

　12 月の農業委員会定例総会
が 12 月 20 日、役場分庁舎 3
階大会議室で開催され、下記案
件が原案通り議決・承認されま
した。
■議案第 32 号　農地法第 3 条
の規定による許可申請について

2 件 7,235㎡
■議案第 33 号　農地法第 5 条
の規定による許可申請について

1 件 2,119㎡
■議案第 34 号　農用地利用集
積計画（案）について

2 件 10,124㎡
※総会の傍聴・会議録の縦覧ができ

ます。農地法第 3 条許可申請につい

ての記載例などは窓口にあります。

各種許可申請書の締め切りは月末で

す。次回の総会は、2 月 21 日火に開

催予定です。

農地講座
農地とは

　相続により農地の権利を取得
した場合は、届け出が必要とな
ります。
　農地とは「耕作の目的に供さ
れる土地」とされています ( 農
地法第 2 条第 1 項 )。
　この場合の「耕作」とは、土
地に労働および資本を投じ、肥
培管理を行って作物を栽培する
ことです。
■現に耕作されていなくても農
地にあたるもの
休耕地、不耕作地…現に耕作さ
れていなくても耕作しようとす
ればいつでもできるような休耕
地、不耕作地なども含まれます
■該当しないもの
家庭菜園…宅地として判断され
ます
問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより

野
辺
地
病
院
脳
神
経
外

科
外
来
診
療
を
再
開

小
さ
な
掛
け
金
・
大
き

な
補
償
！

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

〒
０
３
８
―
０
０
２
１ 

青
森

市
安
田
近
野
２
３
４
―
７ 

財

団
法
人
青
森
県
体
育
協
会
内

☎
０
１
７
（
７
８
２
）
６
９
８
４

（
電
話
受
付
時
間
は
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://

w
w

w
.sportsanzen.org/

　

登
記
、
土
地
の
境
界
、
相
続
、

遺
言
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
の
い
じ
め

や
虐
待
、
そ
の
ほ
か
困
っ
て
い

る
問
題
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
12
日
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所　

青
森
地
方
法
務
局
十

和
田
支
局
（
十
和
田
奥
入
瀬
合
同

庁
舎
５
階
会
議
室
・
十
和
田
市
役

所
東
隣
り
・
国
の
合
同
庁
舎
）

■
相
談
担
当　

法
務
局
職
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
公
証
人
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

■
主
催
　
青
森
地
方
法
務
局
十

和
田
支
局
、
十
和
田
人
権
擁
護

委
員
協
議
会

問
青
森
地
方
法
務
局
十
和
田
支

局　

総
務
課 

☎
０
１
７
６
（
23
）
２
５
７
１

■
支
給
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
人
で
医
療
費
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
両
方
を
負
担

し
て
い
る
人
が
支
給
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
が
複

数
い
る
場
合
は
、
世
帯
で
合
算

し
ま
す
。

■
対
象
期
間　

毎
年
８
月
１
日

か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
の
一
年
間

■
支
給
額

　

所
得
区
分
に
応
じ
て
左
記
自

己
負
担
限
度
額
が
あ
り
、
支
払

っ
た
自
己
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
超
え

た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
自
己
負
担
限
度
額

所
得
区
分（
自
己
負
担
限
度
額
）

現
役
並
み
所
得
者
（
67
万
円
）

一
般
（
56
万
円
）

低
所
得
Ⅱ
（
31
万
円
）

低
所
得
Ⅰ
（
19
万
円
）

＊
低
所
得
Ⅱ
：
世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
場
合

＊
低
所
得
Ⅰ
：
世
帯
全
員
が
住

民
税
非
課
税
で
あ
り
、
世
帯
員

全
員
の
各
所
得
が
０
円
で
あ
る

『
全
国
一
斉
・
法
務
局

休
日
相
談
所
』
開
設
の

お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
支
給
申
請

の
お
知
ら
せ

よ
う
こ
そ
奥
様
教
室

「
べ
こ
も
ち
講
座
」

受
講
生
募
集

場
合

■
支
給
申
請

　

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
請
が
必
ず
必
要
で
す
。

　

な
お
、
支
給
の
要
件
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
２

月
下
旬
に
青
森
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
支
給
申
請

の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ
が
届
い
た
人
は
担
当

窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
支
給
申
請
書

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

③
介
護
保
険
被
保
険
者
証

④
印
鑑
（
認
印
）

⑤
通
帳（
ま
た
は
通
帳
の
コ
ピ
ー
）

な
ど
口
座
情
報
の
わ
か
る
も
の

※
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
て
い

る
場
合
は
受
領
申
立
書
の
提
出

が
必
要
で
す

※
被
保
険
者
以
外
の
人
が
申
請

ま
た
は
受
領
す
る
場
合
は
委
任

状
が
必
要
で
す

※
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

市
町
村
へ
受
領
を
委
任
す
る
委

任
状
が
必
要
で
す

※
対
象
期
間
中
に
他
の
医
療
保

険
、
介
護
保
険
に
加
入
歴
が
あ

り
医
療
費
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
負
担
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ

ら
の
保
険
の
自
己
負
担
額
証
明

書
が
必
要
で
す

　

ま
た
、
対
象
期
間
の
途
中
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
た
人
や
転
入
し
て
き
た
人
な

ど
が
い
る
と
、
支
給
対
象
と
な

る
世
帯
で
も
支
給
申
請
の
お
知

ら
せ
が
送
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
人
は
担
当
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
課
後
期
高
齢
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
３
）

公
立
野
辺
地
病
院

看
護
師
募
集
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○
交
通
災
害
共
済
と
は

　

交
通
事
故
で
け
が
を
し
た

り
、
死
亡
し
た
り
し
た
場
合
に

見
舞
金
や
弔
慰
金
な
ど
が
支
給

さ
れ
る
制
度
で
す
。
年
齢
・
健

康
状
態
に
関
わ
ら
ず
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
毎
年
加
入
し
て

い
る
人
も
、
こ
れ
ま
で
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
人
も
万
が
一
に

備
え
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
共
済
期
間　

平
成
24
年
４
月

１
日
～
25
年
３
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
（
４
月
１
日
以
降
に
加

入
し
た
場
合
は
加
入
日
か
ら
）

■
会
費　

３
５
０
円
（
20
人
以

上
の
団
体
で
加
入
の
場
合
、
奨

励
金
有
り
）

■
受
付
開
始　

２
月
１
日
水
～

■
受
付
場
所　

役
場
総
務
課
、

泊
支
所
、
平
沼
支
所

○
二
重
加
入
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

村
内
在
住
の
18
歳
以
下
お
よ

び
65
歳
以
上
（
25
年
３
月
31
日
ま

で
に
な
る
人
を
含
む
）
の
人
の
会

費
は
村
で
負
担
し
加
入
し
ま
す
の

で
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
対
象
と
な
る
事
故

 

・
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、

車
イ
ス
な
ど
の
道
路
交
通
に
よ

る
人
身
事
故

 

・
歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ

た
り
、
ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故

 

・
自
転
車
で
走
行
中
に
転
倒
し

た
り
、
追
突
さ
れ
た
り
し
て
け

が
を
し
た
と
き

※
交
通
事
故
に
よ
る
障
害
の
程
度
に

応
じ
て
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す

○
請
求
に
必
要
な
書
類

・
交
通
事
故
証
明
書
や
診
断
書

な
ど
が
必
要
で
す
。
事
故
に
よ

っ
て
必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す

の
で
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
４
）

　

国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
（
六
ヶ
所
村
）
で

こ
の
た
び
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル

の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
本
格
的
に
稼
働
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

愛
称
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
水
か

ら
２
月
29
日
水
ま
で

■
応
募
資
格　

六
ヶ
所
村
在
住

の
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

■
応
募
方
法

①
小
学
生
、
中
学
生
は
学
校
を

通
じ
て
所
定
の
用
紙
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
（
応
募
用
紙
は
学

校
で
配
布
さ
れ
ま
す
）

②
高
校
生
は
、
は
が
き
に
よ
る

郵
送
ま
た
は
原
子
力
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
し
て
く
だ

さ
い
（
は
が
き
で
応
募
す
る
場
合

に
は
①
学
校
名
②
学
年
③
氏
名

④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
応
募
愛

称
名
―
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

■
宛
先　

〒
０
３
９
―
３
２
１
２

　

上
北
郡
六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮

字
表
舘
２
番
１
６
６

（
独
）
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
青
森
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

管
理
部
総
務
課
内　

ス
パ
コ
ン

愛
称
募
集
係

＊
（
独
）
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
青
森
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
応
募
専
用

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
（
２

月
１
日
水
～
２
月
29
日
水
）

■
選
考
方
法　

選
考
委
員
会

（
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作

数
点
の
予
定
）
に
お
い
て
ふ
さ

わ
し
い
名
称
を
選
考

■
表
彰　

３
月
19
日
月
に
開
催

予
定
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
お
披
露
目
式
で
表
彰

問
（
独
）
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
青
森
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー
管
理
部
総
務
課
内　

ス
パ
コ

ン
愛
称
募
集
係　

☎
０
１
７
５
（
71
）
６
５
０
０

　

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
、
楽
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
に
つ
い
て
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
を

次
の
よ
う
に
提
供
し
て
い
ま

す
。
団
体
の
お
客
さ
ま
の
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
内
容　

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
作　

炭
電
池

作
り
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
風
力

発
電
体
験

②
リ
サ
イ
ク
ル
工
作　

空
き
缶

で
わ
た
あ
め
器
作
り
・
ス
ラ
イ

ム
作
り

■
日
時　

２
月
11
日
土
・
19
日

日
・
25
日
土
・
26
日
日
、
３
月

10
日
土
・
11
日
日
・
17
日
土
・

18
日
日
・
20
日
火
（
各
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
３
時

間
）

■
対
象　

小
学
１
～
６
年
生

（
10
～
30
人
ま
で
の
団
体
）

■
定
員　

30
人

■
場
所　

青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
お
客
さ

ま
手
配
の
会
場

■
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

（
材
料
代
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈱
青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

ン
タ
ー　

研
修
部　

佐
々
木

☎
０
１
７
５
（
63
）
４
６
７
１

■
日
時　

２
月
10
日
金

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所　

八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
２
階　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

■
内
容

北
野
大
氏

講
演
、
プ

ラ
ズ
マ
な

ど
の
実
演
・
実
験
、
放
射
線
利

用
技
術
商
品
の
展
示
な
ど

■
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先　

県
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
イ
ー
タ
ー
）
支

援
室　

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
７
２
５

℻
０
１
７
（
７
３
４
）
８
２
１
３

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、「
航
空
自
衛
隊
北
部
航
空

音
楽
隊
第
33
回
定
期
演
奏
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

『
も
の
作
り
工
作
体
験

～
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
作
＆

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
～
』

開
催
の
ご
案
内

平
成
24
年
度
交
通
災
害

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ

う

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
愛
称
を
募
集
し

ま
す

レ
ッ
ツ
・
ト
ー
ク
は
ち

の
へ
２
０
１
２
～
考
え

よ
う
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
～

附
つくだ

田幸
こうのすけ

之助（角栄）尾駮レイクタウン

藤
ふじや

谷　　翔
かける

（亨）　　千歳平

赤
あかいし

石理
りきと

貴斗（龍平）大間町

山
やまもと

本　佳
かい

依（好郎）尾駮レイクタウン

船
ふなはし

橋　紘
ひろき

希（大祐）尾駮レイクタウン

高
たかはし

橋　蓮
れんと

斗（政世）尾駮

小
こいずみ

泉　柚
ゆずき

希（寛之）千歳平

福
ふくおか

岡　　優
ゆう

（勝則）千歳

六ヶ所村の人口
（12 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,905 － 14
女 5,223 － 11
計 11,128 － 25

世帯数 4,541 － 7

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
風穴　　隆　　84 才（老部川）

小笠原ふみゑ　86 才（泊）

種市キヨエ　　96 才（泊）

種市　ナツ　　88 才（泊）

尾ケ瀬十四雄　84 才（千樽）

小林登亜輝　　42 才（千歳平）

樋渡みつゑ　　98 才（庄内）

久保　みゑ　　81 才（戸鎖）

阿部　政幸　　71 才（泊）

佐藤　　清　　78 才（泊）

中村マツ子　　70 才（泊）

沼山　ミネ　　100 才（室ノ久保）

12 月届け出分。届け出時に、本誌への
掲載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

　

六
ヶ
所
村
で
は
、
昭
和
41
年

か
ら
村
民
体
育
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
体
育
大
会
の
内

容
充
実
の
た
め
、
今
後
ど
の
よ

う
な
開
催
方
法
が
よ
い
か
村
民

の
皆
さ
ん
へ
お
聞
き
す
る
た

め
、
村
内
全
世
帯
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
上
旬

に
各
家
庭
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
２
０
）

■
期
日　

３
月
17
日
土

開
場　

午
後
２
時
30
分

開
演　

午
後
３
時

終
了
予
定
時
刻　

午
後
５
時

■
場
所　

三
沢
市
公
会
堂
（
大

ホ
ー
ル
）

■
予
定
演
奏
曲
目

第
１
部　
「
交
響
的
序
曲
」
ほ
か

第
２
部　

交
響
詩
「
魔
法
使
い

の
弟
子
」
ほ
か

＊
演
奏
曲
目
は
、
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

■
注
意
事
項

①
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
共
の
交
通
機
関
等
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い

②
乳
幼
児
の
ご
入
場
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

③
往
復
は
が
き
１
通
に
つ
き
、

２
人
ま
で
の
応
募
で
す

④
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

で
す
。
返
信
は
が
き
の
郵
送
を

も
っ
て
当
選
に
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

⑤
返
信
は
が
き
の
発
送
は
、
３

月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す

⑥
個
人
情
報
は
、
本
演
奏
会
の

来
場
者
管
理
に
つ
い
て
使
用
し

ま
す
。
そ
の
他
の
目
的
に
利
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

⑦
不
備
は
が
き
な
ど
は
返
信
不

可
能
の
場
合
が
あ
り
ま
す

■
応
募
方
法　

往
復
は
が
き

■
応
募
期
限　

２
月
17
日
金
必
着

■
宛
先

〒
０
３
３
―
８
６
０
４
三
沢
市

後
久
保
１
２
５
―
７　

第
３
航

空
団
監
理
部
渉
外
室

　

往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
と

返
信
表
面
に
、代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
人
数

（
１
人
ま
た
は
２
人
）
を
明
記

し
、
返
信
用
裏
面
は
未
記
入

問
第
３
航
空
団
監
理
部
渉
外
室

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

館　　宗徳（泊）

中里　真実（東通村）

工藤　寛樹（尾駮レイクタウン）

髙橋　亜弓（岩手県）

『
航
空
自
衛
隊
北
部
航

空
音
楽
隊
第
33
回
定
期

演
奏
会
』
を
開
催

募集種目 受付期間 試験期日

予備自衛官
補（一般）

18 歳以上 34 歳未
満 の 人（24 年 7
月 1 日基準）

1 月 11 日 水
～ 4 月 4 日水

４ 月 13 日 金 ～
16 日月のうち
いずれか１日

青森駐屯地
八戸駐屯地

予備自衛官
補（技術）

18 歳以上で国家資
格を有する人（24
年 7 月 1 日 基 準 ）
下記まで問い合わ
せてください

青森駐屯地

幹部候補生
（ 一 般・ 飛

行・技術）

25 年 ４ 月 １ 日 現
在（22 歳 以 上 26
歳〈 修 士 28 歳 〉
未満の人）

２月１日水～
４月 27 日金

〈一次試験〉
5 月 12 日 土： 筆
記 試 験・5 月 13
日日：筆記式操縦
適性検査（飛行要
員のみ）

青森県第２合
同庁舎
八戸工業大学

　試験会場など詳細については、下記まで問い合わせてください。
〒 033-0037　三沢市松園町三丁目 6-16　　中野プラザビル 2 Ｆ（ユニバース隣）
自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
☎・Fax 0176（53）1346　e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp

平成 24 年度自衛官等募集のご案内

１月号の「戸籍の窓」お悔やみ欄に誤り
がありました。訂正し、お詫び申し上げ
ます。
●お悔やみ　　  誤　　　　正
瀬川シズヱ　　（泊）　→（平沼）

村
民
体
育
大
会
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

北野大氏
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六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175(72)3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 水 図書館蔵書点検休館日

2 木

図書館蔵書点検休館日

ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

リンパマッサージ 13：00 ～ 14：00 保健相談センター

3 金
図書館蔵書点検休館日

カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

4 土
5 日
6 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

7 火
6 カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

8 水
9 木 エアロビクス 13：00 ～ 14：00 保健相談センター

10 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

11 土
12 日
13 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

14 火
1 歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

15 水
栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保健相談センター

森のくまさんおはなし会〈3 歳～ 6 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

16 木
特定保健指導 10：00 ～ 14：00 保健相談センター

エアロビクス 13：00 ～ 14：00 保健相談センター

17 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

森のくまさんおはなし会〈0 歳～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

18 土
19 日

20 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

21 火
22 水

23 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

24 金 ピラティス 13：00 ～ 14：00 保健相談センター

25 土
26 日 異文化交流フェア 12：00 ～ 15：00 ス ワ ニ ー

27 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

28 火 エアロビクス 13：00 ～ 14：00 保健相談センター

29 水
複合健診 受付８：00 ～ 9：00 保健相談センター

歯周疾患検診 12：30 ～ 13：00 保健相談センター

 村のスケジュール2 月

新年恒例の行事である民俗芸能発表会に、今年は一般・子ども合わせて７団体が出演。各地域に伝わる個性豊かな舞は、今年も観客を魅了しま
した○中でも目を引いたのが、子ども神楽。子どもたちが真摯に披露した舞は、大人顔負けでした○民俗芸能は「無形」の文化財、地域の宝。「有形」
とは違い、受け継ぐ人たちがいなければ、その形は無くなってしまいます。伝統の舞はもちろんですが、大事なのは、それを大切に思い次代へ
つなごうとする心。子どもたちの舞に、その心を見たような気がしました（円子）●新年を迎えてから、出初式や民俗芸能、成人式などさまざ
まなイベントが開催されました。成人式では、スーツや振袖を着た新成人たちが華やかで、とてもまぶしかったです。親に見守られて行われた
成人式。彼らの前向きな思いと、ここまで育ててくれたご両親の思いが手を取り合って六ヶ所へ貢献できたら素敵なことだと思いました（須藤）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

人を叱らなければならないとき、とてつもな
い悲しみに包まれたとき…。こんなとき、大
人ならどう考え、どう振る舞うのだろう。日々
の思いをつづったエッセイ集。『週刊現代』
2009 ～ 2011 年連載を抜粋、修正して単行本化。

大人の流儀

伊集院 静  著

写真部門が創設された 1942 年から 2011 年ま
で、ピュリツァー賞の全年度の受賞作を収録。
各作品の撮影時の状況、写真への反響、写真
家自身の証言などをまとめた解説、撮影デー
タや同時代の出来事とともに紹介する。

ピュリツァー賞
受賞写真全記録

ハル・ビュエル  著

カーネギー・ホールの劇的な復活コンサート、
カラヤンやバーンスタインと過ごした月日、
若い世代へとつないでゆくもの―。作家・村
上春樹が、不世出の指揮者・小澤征爾のきら
めく魂に触れた迫真のロングインタビュー。

小澤征爾さんと音楽につ
いて話をする

村上 春樹  著

クマ、ゾウ、パンダ…。動物たちがずらっと
仲間と並んでいます。「へんなところ、どーこ
だ？」 さて、見つけられるかな？ こどもの感
性を豊かに育てる、ミラーシートのしかけつ
き絵本。

へんなところ

大森 裕子  著

▼ 2 月の番組表
時　間 番　組

6 時
00 広報ろっかしょ 2 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

7 時
00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

8 時
00
15 広報ろっかしょ 2 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

9 時
00 広報ろっかしょ 2 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

10 時
00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

11 時
00
15 広報ろっかしょ 2 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

12 時
00 広報ろっかしょ 2 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

13 時
00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

14 時
00
15 広報ろっかしょ 2 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

15 時 00
16 時 00

17 時
00 広報ろっかしょ 2 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

18 時
00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

19 時
00
15 広報ろっかしょ 2 月
30 試験放送のお知らせ

青森県環境放射線モニタリング20 時 00

21 時
00 広報ろっかしょ 2 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

22 時
00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　9th（2 月 16 日～ 10th）
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

23 時
00
15 広報ろっかしょ 2 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

0 時
I

６時

0：00

6：00

　地上デジタル放送11チャンネル「六ヶ
所村テレビ」（仮称）、2 月は以下の番組
を放送します。
　なお、番組表はデジタル放送の番組表

（EPG）でも見ることができます。
　ぜひ、六ヶ所村テレビをご覧ください。

■番組内容
❶広報ろっかしょ　2 月
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュー
ル（行事予定）、ごみの収集日程などを
文字放送でお知らせします。

❷新米カメラマンどこへ行く !? 9・10th
　情報政策課の新米カメラマンが取材・
編集した、村のトピックス（話題）をお
届けします。
　9th は①平成 24 年消防出初式（1 月
5 日収録）、②第 29 回民俗芸能発表会

（1 月 7 日収録）、③平成 24 年成人式（1
月 8 日収録）、④泊第二保育所園児まゆ
玉作り（1 月 13 日収録）を放送します。
　10th は①泊小学校児童が村の情報メ
ディアを見学（1 月 25 日収録）、②平
沼地区たこあげ（１月収録予定）、③千
歳中学校立志式（２月収録予定）などを
予定しています。

❸ア・ラ・カルト BOX
　現在、ストックしている以下の番組の
中から１番組ずつランダムに放送しま
す。放送する時間帯は毎日変わります。
　①六ヶ所村の風景（45 分）
　②六ヶ所村郷土館（45 分）
　③第 45 回六ヶ所村民体育大会〈平成
22 年 8 月 1 日収録〉（45 分）
　④第 27 回ろっかしょ産業まつり〈22
年 10 月 30・31 日収録〉（45 分）
　⑤第 28 回六ヶ所村民俗芸能発表会

〈23 年 1 月 8 日収録〉（45 分）

❹青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで
表示します。  

問情報政策課
☎ 0175（72）2111（内線 155）

2 月の番組表
六ヶ所村テレビ

11ch ！
Rokkasho　TV

六ヶ所村テレビ（仮称）の 2 月の番組表です。
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冬が深まると、尾駮沼にも氷が張り始めます。
冷え込んだ早朝、１匹のホンドギツネが
氷結した湖面でゆっくりと歩を進めています。
夜行性のキツネにとって、早朝は眠りにつく時間。
巣穴への道は、まだまだ遠いようです。

伝えたい、六ヶ所の風景。
静寂の朝

1_ 氷結した尾駮沼の沼面を渡るホンドギツネ。ホンドギツネは北海道
に生息するキタキツネより少し小さく、腹部、頬、尾の先は白い　
2・3_ ホンドギツネの近くに飛来したオオワシ（若鳥）。しばしばオジ
ロワシなども参戦して、エサを奪い合う風景も見られます　（写真提供：
一戸一晃さん〈㈶環境科学技術研究所〉）


